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2019 年１月 22 日 

各 位 

会社名 サムティ株式会社 

代表者名 代表取締役社長     江口 和志 

（東証第一部・コード３２４４） 

問合せ先 取締役経営管理本部長  松井 宏昭 

電話番号 ０６－６８３８－３６１６（代表） 

 

海外子会社設立に関するお知らせ 

 

当社は、2019 年１月 22 日開催の取締役会において、下記のとおり海外子会社を設立することを決議

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．海外子会社設立の理由 

当社グループは、2016年9月23日に「ACA Vietnam Real Estate LP を通じた海外企業への出資に関するお

知らせ」にて公表いたしましたように、ベトナムの主要都市ホーチミンにて不動産開発・賃貸事業を営む

不動産会社を投資ターゲットとするファンドACA Vietnam Real Estate LP（以下「ACAファンド」）へ出資

いたしました。これは、ACAファンドを通した出資（純投資）ですが、当社グループは当該出資を海外事

業の足掛かりとし、その運用会社であるACA Investments Pte Ltd (以下「ACA社」)の東南アジアネット

ワーク等を活用し、高い成長が期待できる東南アジア諸国を中心に、子会社の開設をも視野に入れ、更な

る海外事業展開の可能性を調査してまいりました。 

 

そうした調査の結果、この度、海外事業展開の目途が立ち、ACA 社の東南アジアネットワークやグローバ

ル人材を活用すべく、ACA 社と共同出資の形で子会社を新設することといたしました。 

 

当該子会社を設立する国については、以下の理由により、シンガポールと決定しました。 

① 当社グループは今後東南アジア全域をターゲットとして事業展開する予定であり、各国へのアクセス

が容易であること 

② 共同出資する ACA 社の本社がシンガポールに設置されていること 

③ 税制体制・インフラ設備が整っていること 

 

当社グループは、今後、当該子会社を軸として東南アジア全域において事業を推進してまいります。 
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ACA 社の概要 

（１） 名称 ACA Investments Pte Ltd 

（２） 所在地 8 Temasek Boulevard #34-02, Suntec Tower 3 Singapore 

038988 

（３） 代表者の役職・氏名 東 明浩 

（４） 事業内容 投資ファンドの組成・運用 

（５） 株主構成 ACA Partners Pte Ltd 66％ 

株式会社大和証券グループ本社 34％ 

ACA 社は大和証券グループ本社の資本提携先であり、2012 年 7 月に当社優先株を引き受けた実績のある日

系プライベートエクイティファームです。日本での豊富な投資実績に加え、アジア域内でも独自のネット

ワークを構築しこれまで ASEAN 諸国の成長企業を中心に 20 社超への投資を実行しております。 

 

２．設立する子会社の概要（予定） 

（１） 名称 SAMTY Asia Investments Pte Ltd 

（２） 所在地 8 Temasek Boulevard #34-02, Suntec Tower 3 Singapore 

038988 

（３） 代表者の役職・氏名 平山 好一（Managing Director） 

（４） 事業内容 ・主に東南アジア諸国の不動産会社及びプロジェクトへの 

投資・ファイナンス、不動産マーケット調査 

・サムティ株式会社の国外における事業展開サポート 

・グローバル人材の発掘及び教育のサポート 

（５） 資本金の額 15,100 千米ドル（予定） 

（６） 設立年月 2019 年２月（予定） 

（７） 大株主及び持分比率 （普通株式） 

サムティ株式会社 

ACA Investments Pte Ltd 

（普通株式持株比率） 

80％ 

20％ 

（優先株式） 

サムティ株式会社 

（優先株式持株比率） 

100% 

（８） 上場会社と当該会社

との間の関係 資本関係 
当社が普通株式 80％、優先株式 100％出資

する予定の子会社であります。 

人的関係 
当社の社員 2 名を当該会社の取締役として

選任する予定であります。 

取引関係 該当事項はありません。 

当社の保有する優先株は、普通株転換権付無議決権優先株となります。発行から 5 年後に一定程度の優先

リターンを加味し償還するか、優先リターンを充足しない償還額の場合には普通株へ転換するかを当社判

断にて決定できる設計とする予定です。 

 

３．今後の見通し 

当期の連結業績への影響は軽微でありますが、来期以降の収益拡大に寄与するものと考えております。 

 

以 上 

 


